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②-5 5 年 流れる水のはたらき  

    年     組     番 

名前 
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補足問題   同じ実験の結果について，表を使って考えてみよう。 

番号 

 
 
 

選んだわけ 
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補充問題   同じ実験結果について，表を使って考えてみよう。 

●同じ実験の結果を，下の表にまとめてみよう。たおれた棒の数を書きましょう。 

            川 

ペットボトル 

上流 下流 

内側 外側 内側 外側 

１本のみ     

２本同時     

●上の表について考え，実験結果と考察を，下の□に書きましょう。 

「２本のペットボトルの水を同時に流して，流れる水の量を増やすと」（変化させた内容：条件） 

 

 

 

 

 

 

 

棒のたおれた本数のちがい（実験結果） 

 
 
 
 

実験結果から考えられること（考察） 
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    年     組     番 

名前 

１ 
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選んだわけ 

 
 
 

２本のペットボトルの水を同時に流して，水の量を増やすと，みぞの曲がってい

るところの外側と内側の両方とも棒がたおれたから。 

1 
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補足問題   同じ実験の結果について，表を使って考えてみよう。 

●同じ実験の結果を，下の表にまとめてみよう。たおれた棒の数を書きましょう。 

            川 

ペットボトル 

上流 下流 

内側 外側 内側 外側 

１本のみ   ０本   ３本  ０本   ２本 

２本同時   ２本   ３本   ２本   ３本 

●上の表について考え，実験結果と考察を，下の□に書きましょう。 

「２本のペットボトルの水を同時に流して, 流れる水の量を増やすと」（変化させた内容：条件） 

   

 

 

 

 

 

 

 

たおれた棒の数のちがい
（実験結果） 
 
川の曲がっている 

ところの内側でも外側
でも，よりたくさんの
棒がたおれた。 
 
（実験結果には， 

事実だけを書きます） 

 

 
 

実験結果から考えられること（考察） 

２本のペットボトルの水を同時に流して，流れる水の
量を増やすと，川の曲がっているところの内側でも外側
でも，よりたくさんの棒がたおれた。このことから川の 
内側でも外側でも，しん食が大きくなったと考えられる。 
（考察とは 
【変化させた内容：条件】と【実験結果】を書き， 

  さらに【実験結果】から考えられることを付け加えます。） 
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（３）の問題では，条件（川の流れる水の量が増えると）が問題文に書かれています。 

実験結果は，図で示されています。図で示された実験結果をどのようにまとめるかが 

一つのポイントです。そして，考察（内側でも外側でも，けずられる。しん食が大きくなる）

を１～４の選択肢から選ぶ問題となっています。さらに，そのように考察として考えた理由

（わけ）を，条件と実験結果を使って答える問題となっています。 

 

上流と下流のけずられ方に差は無いことは，一つ前の実験で実証されています。 

上流であっても下流であっても，外側はけずられやすく，内側はけずられにくいことも 

実証されています。（３）の問題で比べているのは，水量の少ない時と多い時です。 

これらのことを考えると，（３）の正答は 1 【選んだわけ】は「２本のペットボトルの水

を同時に流して，流れる水の量を増やすと，みぞの曲がっているところの外側と内側の両方

とも棒がたおれたから。」となります。 

 

補充問題では，問題において図で示された実験結果を表にしました。さらに，その表をもと

にして，実験結果を文章で書いています。これにより，既に学習したことや事前の実験によ

ってわかったことではなく，この実験から考えられる実験結果に注目することができます。 

さらに，授業中にまとめる「考察」について学習するために，「上の実験結果から考えられ

ること」を問う問題を出題しました。考察の書き方の例として，取り組んでください。 

 


